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英語 ・異文化学習 における英国史教育の試み

鈴 木 右 文

概要

筆者 は、2009年 度の一般英語の授業 と海外英語 ・学術研修 において、

簡略な英 国通 史の教科書 を使用 した。 それを機 に、学生の持 つ英国史に

対する知識 と、英語で書かれた簡略な英 国通史 を勉強 した場合 に どれだ

けその知識が深 まるか とい う点について、受講者 ・参加者 にア ンケー ト

調査 を実施 した。本稿はその結 果を報告 し、英語 ・異文化学習における

指導 方法 を考察す ることを目的 とす る。

1.は じめに

英語 圏に対す る異文化理解が、英語学習の背景 と して重要な要素 であ

るこ とは論 を待た ない。その異 文化 の中には、共時的 な実態 は もちろん

であるが、その実態 を生起せ しめている歴 史的背景 とい うものが含 まれ

る。 しか し、大学 における一般英語教育の カリキュラムの構 成の中で、

英語 圏の歴史が体系的に教 え られる ということは、普通見 られないこ と

である。授業の中で、通時的事 象につ いて断片的 に言及がある とい うの

がせ いぜ いの ところであろ う。 四技能、文法、単語 などをは じめ、学習

すべ きことが多 くあ るため、歴 史を体系的 に学習す る余裕はないのが実

態で あろう。

筆者 は、 自らが主宰 する海外英語 ・学術研修の事前研 修で英 国の簡単

な通 史を扱 った ことをきっかけに、九州大学の英語IVと い う、内容 に応

じて学生が受講 クラスを選択す る科 目において、その通史を教科書 に し

て、英文で英国の簡単 な歴 史を扱 った。 この研 修1に 参加す る数十名 の

参加者 は、英国 を体験 する中で、特 に歴史 に関する知 識不足 とその事前

学習の欠如 を痛切 に反省す るコメ ン トを例年多数残 して きている。歴史

豊か なケ ンブ リッジの街での見 聞か ら得 られ ることも、歴 史の理解が背

景 にあ るとない とでは、全 くその量 と質が違 う。 この声 を活 かすべ く、
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2009年 夏 に現地研 修 を迎 える参加者 か ら、簡単 な英国史 を事 前研修 に

盛 り込 むことと した。 また、現地 でこれほどまで に痛切 に必要性 を感 じ

る知識であるならば、一般英語教育の中で試みる価値がある と見定めて、

九州大学 にお ける英語 の授 業で も同 じ教材 を試用 した次第である。

本稿 は、 これ らの英国通史学習 に関す るア ンケー ト調査 を報告す る も

のだが、英語教育の中における英 国通 史の学習 について、指 導方法 を探

索す る とい う 目的 も持 つ。

2.使 用教材

筆者 は、2009年 夏 にケ ンブ リ ッジ大 学英語 ・学術研 修 に参加 した学

生 と、2009年 度前期法学部2年 生の英語IVの 受講者 に、 『図解 イギ リス

の歴 史(EssentialBritishHistoay)』(AntoniaCunningham著 、 小野

茂 ・小野恭子 編註、 開拓 社)と い う、 英文で書 かれた50ペ ー ジあ ま り

の短 い英 国史の学習 を課 した。

研修 の方 では、2008年12月 は じめ に教科書 を購入 して もらい、12月 、

4月 、6月 、8月 と4度 の学習連絡会で歴 史学習の重要性 を説 きなが ら、

定期 的に計5回 の締切 に分け、それぞれ指定 された範囲について、読解

独習 した内容 をまとめた ノー トの コピーの提 出を求めた。

授業 の方で は、い くつかの開講 クラスの中か らこの教科書 を使 用す る

ことを承知で希望 した学生が受講者 となった(し か し振 り分けがあるの

で必 ず しも志望第1位 とは限 らない)。 受講者 に指 定範囲の要約 を発表

して もらった上で、教員が解説 を加 えてい く授業形式 をと り、2回 の中

間試験 と学期末試験 を課 した。

3.ア ンケー トの概略

ア ンケー トは、研修参加者の場合、 出国直前 の8月 の学習連絡 会にお

いて実施 した。研修 には参加者 として正規 の九大生以外が2名 含 まれて

いたが、 この2名 は アンケー トの対象 としなか った。 残 る23名 の うち

2名 は回答内容が不備 で、集 計対象 か らはずす こ ととし、結 局21名 か

ら回答 を得 た形 になった。授業 の方で は、定期試験 の冒頭 に、51名 を

対象 に して実施 した。

ア ンケー トでは、教科書か ら筆者 の主観 に よって抽 出 した合計167の

用語 につ いて、 この教科書 による学習 の以前 か ら知 っていたか どうか、
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教科書 の学習の後の理解 は どうであるか を尋ねた。具体的には、簡単 な

説 明が で きる位の理解である ものを○、それ はか なわな くて も聞いた こ

とはある とい う程度である ものを△、聞いた こともない とい うものを ×

で回答 して もらった。同時に、高等学校 にお ける世界史の履修 の有無、

セ ンター試験受験科 目と しての世界史の選択の有無 を尋ねた。集計では、

研修参加者 と授 業受講者 のそれぞれ について、世界史を履修 しセ ンター

試験で選択 したグループ、世界 史を履修 しセ ンター試験 で選択 しなかっ

たグループ、世界 を履修せず セ ンター試験 で も選択 しなかったグループ

の3つ に分けた(世 界 史を高等学校で選択 せず、かつセ ンター試験で は

選択 した とい う学生 は皆無で あった)。

この アンケー トの結果 は、本稿 に本文 とは切 り離 した形 で添付 してあ

るとお りである。紙面 の都合で細か な表になっているこ とをお詫 び した

い 。

4.学 習 前 の 英 国 史 理 解 の 程 度

教 科 書 で の 英 国 史 学 習 に 入 る 前 の 時 点 で の 英 国 史 項 目の 理 解 の 程 度 を

ま と め る と、 表1の よ う に な る 。

表1(%)
10△ ×

高校世界史履修有、センター試験世界史選択有393328

研 高校世界史履修有、センター試験世界史選択無142364

修 高校世界史履修無、センター試験世界史選択無8124168

ノ」、 言十119126 155

高校世界史履修有、セ ンター試験世界史選択有4527128

授 高校世界 史履修有、セ ンター試験世界史選択無11729…54

業1高 校世界史履修無、セ ンター試験世界史選択無12i25164

旨 ノj、 言t302843

総≧ 言十272746

総 計 の と こ ろ か ら わ か る こ と は 、 九 大 生 の 場 合 、 簡 略 な 通 史 に 見 られ

る 代 表 的 な 項 目 で あ っ て も、 だ い た い わ か っ て い る と言 え る も の は4分

の1程 度 し か な い と い う こ とで あ り、 半 数 近 くの 項 目 は 聞 い た こ と も な

い と い う こ と で あ る 。 簡 略 と は 言 っ て も 、 一 般 的 な 高 等 学 校 の 世 界 史 教

科 書 よ り も 詳 し い 内 容 で あ る か ら、 当 然 の 結 果 で あ ろ う。 従 っ て 、 現 地
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研修 の経験者が歴 史理解の不足 を反省 しているの も当然であ る。高校程

度の世界 史では、地域 を限定 しての通史理解 には十分で な く、現地での

異文化吸収 のためには、 さ らに事前勉 強が必要で ある。

また、研修 で も授業で も、高校で世界 史を履修 しかつセ ンター試験 で

世界 史 を選択 した者(30人)、 高校で世界 史を履修 しなが らセ ンター試

験 で は選択 しなかっ た者(31人)、 高校 で世界 史を履 修 しなか った者

(11人)の 順 に理解度が落 ちている とほぼ言 えるが、 これ は誰 にで も予

想で きるこ とである。加 えて特 に、セ ンター試験の ため に勉強 した こと

が大 きな力 になってい ることが、数値 か ら明 らかであ る。 また九大生一

般 を相手 に した とき、歴 史項 目の理解 が一桁%の 学生が 全体の15%程

度い る(72人 中11人)と い うこ とを考慮 に入 れな けれ ば、 消化不良 を

起 こす恐 れが ある。

さらに、研修参加者 と授業受講者の問にはそれほ ど大 きな差 はないが、
1若 干授業受講者

の方が理解が よい。 これは、研修参加者が様 々な学 部の

[学 生 で構成 されているの に対 し、授 業は文系 の法学部の学生であ り、世

界史をセ ンター試験で選択 した学生 の割合 が大 きい こ とにもよると考 え

られ る(研 修参加者 は21人 中6人(29%)で あるの に対 し、授業受 講

者では51人 中24人(47%))。

15.学 習 前後 の英国史理解の程度の比較
1次 に、教科書で の英国史学習が終 了 した時点 での英国 史項 目の理解 の1

程 度 を ま と め る と、 表2の よ う に な る 。

表2(%)
1101△

1×
1高 校世 界 史履修 有

、 セ ンター試験 世 界史選 択 有4934「17

1研1高 校世 界 史履修 有 、セ ンター試験 世 界史選 択無344125
1修

1高 校世 界 史履修 無・ セ ンター試験 世 界史選 択 無2414730

1ij、 言十354124

高 校世 界 史履修 有 、セ ンター試験 世 界 史選 択 有1602812

授1高 校世 界史 履 修有、 セ ンター試験 世 界史 選択 無 、4213919

業1高 校世 界 史履 修無 ・セ ンター試験 世 界史 選択 無3239129
「 小 計150134116

総 計4636119
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表1と 表2で 英国史の勉強 による成果 を見 ると、 まず総計の比較か らは、

○ と△が大 幅 な伸 びを見 せ、 ×は急 速 に減 少 している。特 に○ は46%

と半分近 くに達 している。研修 と授業での伸 び率 を比較す る と、○が研

修 では84%増 に対 し授業 で は67%増 、△が研修 で58%増 に対 し授 業で

は21%増 とな り、研修 の方が伸 び率 が大 きい。 但 し若 干研 修 の方が学

習前の理解が劣るため、伸 び率 に見 られ るほ どの差 はないよ うに も思 え

る。従 って、同 じ教科書 を扱 うときに、研 修での独習 で も、授業での学

習で も、 目立った差 がある とは言 えない ようである。研修で は、試験 が

課 され るために学習が強制 され るとい う側 面がないのにモ ティベー シ ョ

ンが高 く、授業 では、試験があ るために学 習に時間が きちんと割かれ る

反面モテ ィベーシ ョンに関 して言えば必ず しも高 くない とい う分析 もで

きるだろ う。試験が効果 を高め ることは前節 のセ ンター試験 の ところで

も見た とお りである。

また、高校で世界史 を履修 していない学生の歴史項 目理解は、セ ンター

試験 で世界 史を選択 した学生に比べ る と、 同 じ学習 をこなした後で も、

半分程 度に しか達 しない。 この差 につ いて、授業方法や成績判 定等 で考

慮が必要で あろうと考え られる。

6.そ もそ も理解 度の高い項 目

学 習を行 う前 の時点で○ の割合が 高い項 目を全体の1割 まで(第17

位の項 目まで)取 り上 げる と、表3の ようにな る。

表3

項 目72人 中の人数

アヘン戦争155人

同盟国 ・連合国、枢軸国 ・連合国54人

ヴェルサイユ条約、ナイチンゲール、EECIECIEUI51人

十字軍、王権神授説150人

荘園49人

農奴48人

マグナ ・カルタ、アダム ・スミス45人

東インド会社44人

封建制度、名誉革命43人

湾岸戦争41人

修道院、清教徒革命40人
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これ らの項 目は、特 に世界史や英 国史を意識 して勉強 した人でな くて

も一般常識 として流布 している ような範疇の ものである。 その証拠 に、

これ らの用語 はすべ て 『広辞苑』(第5版)に 見 出 し語 と して掲載 され

ている。そ うい う目で見 ると、意外に○ の人数が少ない と思 われ るのは、

サ ッチ ャー(29人)、 ブ レア(35人)、 チ ャーチル(25人)の ような大

戦 お よびそれ以降の歴史に関する項 目である。高等学校の世界 史や 日本

史の授業で も、大戦以降は駆 け足 になって しまうとよ く言われるが、そ

の とお りだ とい うこ とを実感する。

7.そ もそ も理解度の低い項 目

学 習 を行 う前 の時点 で○ の割合 が低 い項 目を全体 の1割 まで(第17

位 の項 目まで)取 り上げ ると、表4の ようになる。

表4

項 目72人 中の人数

認 初 澱 論 繍藩パ'1・ 人
イ ー ス ト ・ア ン グ リ ア7、 セ イ ン'X、

」

ノ ル マ ンの く び き]、 ウ ィ リ ア ム ・ウ ォ レス11、

爲臨 去糟 鰐 ㌶ ソジスド ・11人
統一アイルランド人同盟+/、 トレヴィシック7、

労働災害補償法/h、NHS1』'

これ らの項 目には、か な り英国史の勉 強を した人で なければ知 らない

であろ うと思われるものが多 く、 『広辞苑』(第5版)で も 「メソジス ト」

「トレヴィシック」 を除 いて見出 し語 になっていない。

しか し、少 しで も英 国に関心 を示す知識人 となれば、 ポロ、 シャー、

イー ス ト ・ア ング リア、 トレヴ ィシ ック、NHSな どを聞 いたこ ともな

い とい うことはないはずで、本稿のために簡略通 史か ら拾い上げた程度

の項 目は押 さえてお きたい ものであ り、少な くとも英 国理解へのモテ ィ

ベー シ ョンを持つ はず の研修生 には、 しっか り学習す るよ う指導すべ き

であ ろうと考え られる。 ケ ンブ リッジ大学英語 ・学術研修 におけ る履修

科 目も、英語科 目は学術 目的の アカデ ミック ・イング リッシュであ り、
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この学術科 目(ア カデ ミック ・イ ング リッシュ)の 中 には英国近代 史 も

含 まれているので、 なお さらに英 国通 史の理解が望 ましい と言える。

但 し、 この レベルの項 目が広 く大学生一般 に必要だ とまでは言 えない

であろ う。世界 には多 くの言語が あ り、英語圏の1力 国で しかない英 国

の歴史 をこれほどまでに詳細 に見てい く必要 はない とも言える。従って、

時間に限 りのあ る一般 英語教育 のカ リキュラムの中で、上記 の ような項

目を教 え込 むことに躍起 になる必要 はな く、む しろそ ぎ落 としてお くべ

きであ ろうと考 えられる。 しか し、英語学習の懸命 さが、やが て他の言

語 を学習す るための準備 である とい う側面がある ように、英 国史学習の

懸命 さにも、他言語 の学習 に関係 した異文化 理解 のための準備で あると

いう側面がある と思 われるので、その意味において、深 く分 け入 ってあ

る国の歴史 を眺め渡す機会 とい うものが、大学生 の学習 内容の一部 に選

択制 として含 まれるこ とには大 きな意味がある もの と考 え られ る。

8.学 習 して理解が高 まる項 目

学習の前後 で○が 目立 って増えた ものに注 目してみ る。学習前後の○

の増加率 に着 目す る となると、学習前 の○が0や1で あ る場合は、大 き

な数値 にな り過 ぎるので、○が増 えた絶対数 を基準 と し、その伸び数の

17位 までを調べ た。結果 は表5の ようになる。

表5

ヴァイキング143人

アルフレッド大王33人

ケルト人30人

共和制 ヨ29人
バラ戦争27人

大司教2/126人

メアリ1世25人

ノルマン朝、ウイッグ ・トーリ24人

王政復古、エール(ア イルランド共和国)23人

三圃式農業、貧民救助法、ゼネラル ・ストライキ22人

宴禦 ㌔ 顕 、(傷窺 義蜂 ・21人
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『広辞苑』(第5版)で 調べてみる と、 これ らの項 目のほ とん どが見 出

し語 となってお り、見出 し語になっていないの は 「貧民救助 法」 と 「ア

ルス ター義勇軍」 だけであ る(「 共和制」 は見出 し語 になってい るが、

クロム ウェルによる ものへ の言及は ない)。 これは7節 の 「そ もそ も理

解度 の低 い項 目」が ほ とんど見出 し語 となっていないの とは対照的であ

り、む しろはるか に6節 の 「そ もそ も理解 度の高 い項 目」 に近い。 これ

はいったい どうしたこ とであろ うか。

おそ らくこれ らの項 目は、世間では頻繁 に話題 にのぼ り、聞いた こと

があって も、 なか なか内容 について まで了解す るこ とが少 ない タイプの

項 目なの では ないか と考 え られる。 そこで、上記 の17項 目につ いて学

習前 が△ であった人数 を調べてみる と、表6の ようになる。

表6
ヴァイキング、アルフレッド大王 ・31人

ケルト人130人

共和制135人
バラ戦争27人

大司教罰132人
メアリ1世25人

ノルマン朝32人
ウイッグ ・トーリ22入

王政復古129人
工一ル(ア イルランド共和国)126人

三圃式農業15人

貧民救助法 ・24人
ゼネラル ・ストライキ28人

ウィリァム ・ピット(小 ピット)130人

グラマー ・スクール10人
アルスター義勇軍hI15人

学習前 に△ とした人数の全項 目の平均 値は19.6人 であ る。それ らか ら

比 べ る と、上 記17項 目中14項 目が この人 数 を上 回 り、 平均 と して も

26.0人 であ り、上記の項 目は、全体 としてそ もそ も聞いた ことがある人

数が多い項 目であ る と言 える。

なぜ これ らの項 目の理解が進む割合が大 きいのか は不明であ るが、こ

の ような理解が進みやすい項 目を積極 的に捉 えて授業 を進め、独習に取

り組 ませ るこ とが学習 にとって有利 に働 くというこ とが言 えるのではな

いだろ うか。特 に、学習や指導の時間の制約が きつい場合 には、 この よ
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表7

項 目 増 加 数

ケルト人 旨 △45人→0増 加30人

ゲルマン諸族 △42人→○増加10人

サクソン人 △39人→○増加18人

クリミア戦争1△39人 →○増加一7人

カンタベリー大聖堂 △36人→○増加19人

キャプテン・クック ム36人→○増加12人

チャーチスト運動 △35人→0増 加12人

共和制 △35人→○増加1人

アングル族 △34人→○増加19人

枢密院 △33人→○増加15人

サッチャー △32人→○増加19人

アルフレッド大王 △31人→○増加33人

ヴァイキング ム31人→○増加43人
ローマカトリック教会1△31人 →○増加20人

ウィーン条約E△30人 →○増加12人

労働党 ・保守党:△30人 →○増加20人

ウィリアム ・ピット ム30人→○増加21人

英蘭戦争 △30人→○増加8人

ランカスター朝 △30人→0増 加17人

うな学習効果の高い項 目に注 目す る必要があ るだろ う。

で は△が多 い項 目が○の増加数が多いか とい うと、そ うとは言えない。

学習 前 に△の数 が多い順 で上位19項 目(同 数の項 目があ り17項 目よ り

多 くなってい る)に ついて、学習前後での○の増加 数を見 る と、表7の

よ うになる。

これ らの○増加数の平均 は16.9で あるが、表5の ○増加の多い項 目で

の○増加の平均値であ る25.6よ りもか な り少 な く、全体の平均 の13.6に

近い。従 って、学 習前 に△ の多 い項 目とい うことではな くて、表6の よ

うな項 目に注 目して学習す るこ とが(特 に時間的制約 がある場合 には)

有利であ ると言えるだろ う。

9.学 習 しても理解が高 まらな い項 目

残念なが ら、学習 して も理解が高 まらない項 目とい うのが存在す る。

学習前後での○ の増加が少 ない科 目を順に1割 取 り上 げる と表8の よう

になる。



54鈴 木 右 文

表8

項 目 増 加 数

全 国 労 働 組 合 大 連 合22-3人

ペ イ ル11、 共 通 祈 祷 書IL)Il人

ケ ン ト231、 シ モ ン ・ ド ・モ ン フ ォ ー ル 」1、

ト レ ヴ ィ シ ッ クIT、 エ ル ア ラ メ イ ンの 戦 いL'「、 旨2人

ニ ュ ル ンベ ル グ 裁 判L'h

イ ー ス ト ・ア ン グ リア7、 ポ ロ1、1

ノ ル マ ンの く び ぎ'、 ウ ェ リ ン トン 公爵27、3人

NHsiy、 フ ォ ー ク ラ ン ド紛 争L"1

バ ー ス の 浴 場 文 化 、 国 民 会 議 派2り 、 「4人

マ クアル ピ ン家 ヘ ロバ ー ト ・ブ ルー ス＼1

権利の宣言Jl、ニューコメン"、15人
ソンム川の戦い]'1

7節 の 「そ もそ も理解度の低 い項 目」 との重複が上記21項 目中、 「ペ

イル」「共通祈祷書」「トレヴィシック」「イース ト・ア ングリア」「ポロ」

「ノルマ ンの くび き」「NHS」 「ロバ ー ト ・ブルース」 の8項 目ある。学

習後の理解 が高 ま らない要因 として、そ もそ も理解度が低い とい う要因

が まず挙 げ られるであ ろう。

しか し、上記21項 目中 「広辞 苑』(第5版)に 見出 し語 として掲載 さ

れてい るの は、 「ケ ン ト」「シモ ン ・ド ・モ ンフォール」「トレヴ ィシ ッ

ク」 「ニュル ンベ ルグ裁判」「ウェリン トン」 「フ ォー クラン ド諸島」「国

民 会議派」 「ニュー コメ ン」の8項 目であ り、7節 の 「そ もそ も理解 度

の低い項 目」(表4)の うち見出 し語 になっている ものが2つ しか なかっ

たのに比べ る と、表8の 項 目は一般常識 の度合いが よ り高い項 目も多 く

含む と言 えそ うであ る。 なぜ 独習や授業 の履修の後 もそ うい う項 目の理

解が高 まらないかが不明であるが、学 習や指導 に時間が ない場合 は割愛

した方が全体 としては効率的 と言えるだろ う。

10.お わ りに

本稿 では、簡単 な英国の通 史を海外研修 の事前準備 と して独習 し、あ

るいは英語 の授業で履修 しての学習の成果 、お よび学習者の英国史に関

する知識 の実態 についての調査 を実施 し、 今後の指導 に活かすため、読
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み 取 れ る 点 を 洗 い 出 し、 考 察 を 加 え た 。

そ の 結 果 、 簡 略 の 英 国 通 史 に 現 れ る よ う な 事 項 に つ い て 、 次 の よ う な

こ と が わ か っ た 。

1)対 象 学 生 に は 全 体 の お お よ そ4分 の1程 度 し か 満 足 な 理 解 が な い 。

2)学 生 の15%程 度 は 高 校 で 世 界 史 を 履 修 し て お ら ず 、 歴 史 項 目 の 理

解 に 乏 し い 。

3)高 校 で 世 界 史 を 履 修 した 者 の 方 が 理 解 度 が 高 い 。

4)セ ン タ ー 試 験 で 世 界 史 を 選 択 し た 者 の 方 が 理 解 度 が 高 い 。

5)高 校 で 世 界 史 を 履 修 し な か っ た 学 生 は 学 習 後 もセ ン タ ー 試 験 で 世 界

史 を 選 択 し た 学 生 に比 べ て 半 分 程 度 の 理 解 に しか 達 し な い 。

6)英 語 で 書 か れ た 簡 略 な 通 史 を 学 習 す る こ と に よ っ て 満 足 な 理 解 度 が

半 分 程 度 に 上 が る 。

7)そ もそ も理 解 度 の 高 い 項 目、 低 い 項 目 とい う も の が あ る 。

8)学 習 して 理 解 度 の 高 ま る 項 目 と高 ま ら な い 項 目 と が あ る 。 学 習 時 間

が 制 限 さ れ て い る場 合 は 前 者 に 傾 注 す る の が 賢 い 。

こ れ らの 調 査 結 果 を 活 用 し て 、 か け られ る 時 間 に 応 じ た 教 授 方 法 を 採

る こ とが 望 ま し い 。

ア ン ケ ー トか ら読 み 取 れ る こ と は ま だ 他 に も あ る よ う に 思 うが 、 こ の

あ た りで 筆 を 置 く こ と に す る 。

注

1)ケ ンブ リ ッジ大学英 語 ・学 術研 修 と称 し、9ヶ 月にわ たる事前研 修 を伴 った、筆

者主 宰の海外研修 。原則 と して九大生 を対象 とす るが、大 学の公式行事 では ない。

事前研 修で は英語 お よび英国 の歴史文化等 を学 び、現地研 修で は学術英語 や、諸科

学 の中か ら選択 制で専 門科 目(2009年 夏 の場 合、 天文学、 英 国の現代 、美術 と建

築)を 履修 す る。 詳細 はhttp:〃www.flc.kyushu-u.ac.jp/～yubun/cambridge.html

を参照 。

2)ロ ーマが 占拠 していた時 代の拠 点都 市につ け られた名前 の部分で、砦 の意味。チ ェ

スター、マ ンチェス ター、チチェ スター、 ランカス ター、 ドンカス ター などがあ る。

3)英 国史上 、勅 許状で特 権 を与 え られた 自治都市 の こ と、 スカボ ロ、マ ルボ ロ、エ

ジンバ ラ、 ピー ターバ ラな どの 名前 に残る.

4)英 国史上 の州 の こと.ヨ ー クシャー、 ラ ンカ シャーの よ うな名前 に残 る。

5)ス コッ トラ ン ドを長 く支配 したマ クア ル ピン家 に代 わ り、 イ ング ラン ドを追 い出

した あとで14世 紀 に王位 に就 いた ブルース家の ロバ ー ト1世 の こ と。

6)1720年 に英国 で南 海会社の株 の大 暴落 によ り多数の破産者 が出た事件。
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7)七 王 国の一 つ で、 現在 で は ノー フ ォー ク、サ フ ォー ク、 ケ ンブ リッ ジシ ャー、

エ セ ックスにまたがる地域 の名称。

8)ア ングロサ クソン時代 に土地 を領有 した武士。貴族 の前 身。

9)フ ラ ンスか ら侵攻 して打 ち立 て られ た ノルマ ン朝が 、 ア ングロサ クソ ン勢力 を抑

えるため に実施 した厳 しい行政 の こと。

10)ス コッ トラ ン ドに侵攻 した イ ングラ ン ドのエ ドワー ド1世 に抵抗 して戦い、 ロ ン

ドンで1305年 に処刑 された騎士。映 画 「ブ レイブハー ト』で も描 かれた。

11)12世 紀 にイ ングラン ド人が侵攻 ・定住 したア イルラ ン ドの東部地方 の区域 。

12)英 国国教会 の礼拝で使 用される公認式文 。1549年 に編纂 、現行版 は1662年 版。

13)プ ロテス タン トの一派 で、英国国教会 の腐 敗 を機 に1729年 に創立。

14)1795年 の法律 で、 フランス革 命の英 国へ の伝播 を恐れ た小 ピッ トが導 入 した。

15)1791年 に小 ピ ッ トが導 入 した法律で、 カナ ダを英仏領 に分割 した。

16)1790年 設立 の組 織で、 アイルラ ン ドの独立 と新旧教の平等 を唱道 した。

17)1803年 に世界 で初め て蒸 気機 関車 を製 作 した技 術者。 ス テ ィー ヴ ンソン も有 名 だ

が、 こち らは蒸気機 関車の営業運転 に初めて成功 した人。

18)1906年 の法律 で、産業事故 に関す る補償 を規 定 したもの。

19)英 国国民健康 保険 の制度 のこ とで、1948年 に労 働党 の福祉政 策 によ り生 まれた。

これに基づ く病 院の原則無料 は有 名。

20)大 司教 はカ トリ ックで の呼称 なの で、英 国国教 会の場 合は大主 教 とすべ きであ っ

た が、 ア ンケー トの段 階で筆者 が誤記 したため、その ままの表記 と している。いず

れ も英 語ではarchbishopで あ る。

21)1966年 に、 ア イルラ ン ド共和 国軍 に対抗 して北 アイル ラ ン ドの プロテ ス タン ト勢

力 が結成 した武 装組織.保 守党 の後 ろ盾 で アイル ラ ン ド自治に反対 し1913年 に組

織 された私軍の名称 を復活 させ た。

22)ロ バ ー ト ・オー ウェ ンが設立(1833年)に かか わった、英 国最初の全 国労 働組合。

23)イ ングラ ン ド南東部 の州 名。ゲ ルマ ン諸 族の七王 国のひ とつの名称 で もあ った。

24)王 の横暴 に対 し1264年 に英 国で初め て議 会を招 集 した貴族 。

25)第2次 世界大 戦 中の1942年 、モ ンゴメ リー 率い る英 国軍が ロ ンメル率い る ドイツ

軍 に勝 った、北 アフ リカでの戦車戦 。

26)第2次 世界 大戦後、 ドイツの戦争犯罪 人に対 して行 われた軍事裁判 。

27)ワ ー テルローの戦い でナポ レオ ンを破 った将軍.

28)ア ルゼ ンチ ン沖 にある英領 の諸 島の領有権 をめ ぐって、1982年 に英 国ア ルゼ ンチ

ン間で戦争が勃発 し、英国が勝利 した。

29)1885年 に創設 された イ ン ドの政党。 ガ ンデ ィーや ネー ルに よる対英 非協力 不服従

を旨 とした。

30)ピ ク ト人にかわ って、9世 紀 以降 の スコ ッ トラ ン ドの王 家 となった一 家。 もとは

アイルラ ン ドか らやって きた、

31)名 誉 革命後1689年 に共 同王位 に就 いた ウ ィリアム3世(オ レンジ公 ウィリアム)

とメア リ2世 が承 認 した議会 による宣言 で、王権 よ り議 会の権力が優 位であ ること

を明確 に して いる,

32)1712年 に最初 の実用的蒸 気機関 を発明 した英 国の技術 者、

33)第1次 世界 大戦の戦 いで、英国軍 は初 日だけで2万 人の死者 を出 した,
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